
学校番号 １０６ 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ａ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂版「世界史Ａ」（第一学習社） 

副教材等 世界史のパビリオン（とうほう） 「世界史Ａノート」（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

① 現代とのつながりから歴史的事象に興味・関心を持たせる。  

② 世界各国の歴史を他地域の関係もふまえて、文章や資料を通して感じさせる。 

③ 歴史を背景とし、世界各国と日本のつながりや異文化理解について考える。 

 

２ 学習の到達目標 

① 図版や写真をみて、歴史的考察力や思考力を養う。 

② 近現代史を中心とする歴史を学び、歴史的観点から現代の問題と過去との問題の関係性について 

考察する力を養う 

③ 世界の歴史を地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解し、国際社会に主体的に生きる 日本 

国民としての自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

歴史的・地理的事象

に対する関心と課題

意識を高め、意欲的

に追 

究するとともに、国

際社会に主体的に生

き国家・社会を形成

する 

日本国民としての責

任を果たそうとする。 

歴史的・地理的事象

から課題を見いだ

し、我が国及び世界

の形成 

の歴史的過程と生

活・文化の地域的特

色を世界的視野に立

って多 

面的・多角的に考察

し、国際社会の変化

を踏まえ公正に判断

して、 

その過程や結果を適

切に表現している。 

歴史的・地理的事象

に関する諸資料を収

集し、有用な情報を

適切 

に選択して、効果的に

活用している。 

我が国及び世界の形

成の歴史的過程と生

活・文化の地域的特

色についての基本的

な事柄を理解し、そ

の知識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

ワークノート 

レポート  

定期考査 

ワークノート 

定期考査 

ワークノート 

プリント 

定期考査 

プリント 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

世
界
の
一
体
化
と
日
本 

第１章 ユーラシアの諸文明 

 1 節 東アジア 

 ① 中国文明の成立から 

    皇帝政治の確立へ 

 ② 漢を中心とした東アジア 

 ③ 中国の分裂と隋唐帝国 

の形成 

 ④ 宋の成立と東アジア諸 

地域 

 2 節 南アジア 

 南アジア世界の成立と発展 

 3 節 東南アジア 

 東南アジア世界の形成 

 4 節 西アジア 

 ① オリエント 

 ② イスラーム世界の成立 

 5 節 ヨーロッパ 

 ① 古代ギリシアとローマ 

 ② 東西ヨーロッパ世界の 

   形成 

 ③ 西ヨーロッパの膨張と 

   危機 

 6 節 アフリカ 

 7 節 アメリカ 

 8節 ユーラシアの海の交流 

 9節 ユーラシアの陸の交流 
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〇 

〇 
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〇 
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〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

a:ユーラシア各地に形成さ

れた諸文明の特質と、ユー

ラシアの交流について関心

を高め、意欲的に探求しよ

うとしている。 

b:ユーラシア諸文明の特質

を見出し、地域世界相互の

文化変容などと関連付けな

がら多面的・多角的に考察

し、その過程や結果を適切

に表現している。 

c:必要な諸資料を理解、有用

な情報を選択して、読み取

ったり図表などにまとめた

りしている。 

d:ユーラシア各地に形成さ

れた諸文明と交流の特質に

ついて理解し、その知識を

身につけている。 

ワークシート 

レポート 

 

 

 

定期考査 

ワークノート 

 

 

 

 

定期考査 

ワークノート 

プリント 

 

定期考査 

プリント 



２
学
期 

第２章 結びつく世界と近世の日本 

① 14～15 世紀の東アジア 

② 14～15 世紀のアジアの海 

③ 16～17 世紀のアジアの海 

④ 清と東アジア 

⑤ 内陸アジア・南アジア世界の再編 

⑥ オスマン帝国とサファヴィー朝 

⑦ ヨーロッパの「大航海時代」 

⑧ アメリカ大陸の変容 

⑨ ルネサンスと宗教改革 

⑩ ヨーロッパ主権国家体制の成立 

⑪ 17～18 世紀のヨーロッパ 

⑫ 世界商業の展開 

⑬ 科学革命と啓蒙思想 

第３章 ヨーロッパ・アメリカの 

工業化と国民形式 

① 農業社会から工業社会へ 

―産業革命 

② 労働運動と社会主義のはじまり 

③ アメリカ独立革命 

④ フランス革命 

⑤ イギリスに挑戦したナポレオン 

⑥ 大西洋をはさんだ革命 

⑦ ウィーン体制 

⑧ イギリスの繁栄 

⑨ 二月革命と第二帝政 

⑩ イタリアとドイツの統一 

⑪ ロシアの近代化とバルカン半島 

⑫ アメリカ合衆国の膨張 

第４章 アジア諸国の変貌と近代の 

日本 

① 世界市場の形成 

② オスマン帝国の衰退と西アジア 

③ 南アジアの植民地化とインド帝国 

④ 東南アジアの植民地化 

⑤ 清の動揺 

⑥ 明治維新と東アジア 

⑦ 中国分割の危機と日本 

⑧ アジア諸国の変革 
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a:ユーラシア各地（海・陸）

で時代に応じて形成された

諸文明どうしの交流が一体

化し近世の日本との関わり

について関心を高め、意欲

的に探求しようとしてい

る。 

b:ユーラシア各地の諸文明

が一体化しその特質を見出

し、地域世界相互の文化の

交わりなどと近世の日本と

関連付けながら多面的・多

角的に考察し適切に表現し

ている。 

c:必要な諸資料を理解、有用

な情報を選択して、読み取

ったり図表などにまとめた

りしている。 

d:ユーラシア各地に形成さ

れた諸文明が各地域で一体

化し、近世の日本と関連付

けて理解し、その知識を身

につけている。 

ワークシート 

レポート 

 

 

 

 

 

定期考査 

ワークノート 

 

 

 

 

 

定期考査 

ワークノート 

プリント 

 

定期考査 

プリント 



３
学
期 

地
域
社
会
と
日
本 

第１章 帝国主義の時代 

① 帝国主義の時代 

② 列強の世界政策 

第２章 急変する人類社会 

 大衆の登場と国民統合 

第３章 世界戦争と平和 

① 第一次世界大戦 

② ロシア革命と大戦の終結 

③ ヴェルサイユ・ワシントン 

体制 

④ アメリカとヨーロッパ 

⑤ 東アジアの民族運動 

⑥ アジアの独立運動とラテ 

ンアメリカ 

⑦ 世界恐慌 

⑧ ファシズムの台頭 

⑨ 日本の軍国主義と中国 

⑩ 第二次世界大戦の勃発 

⑪ 第二次世界大戦の終結 

第４章 三つの世界と日本の 

動向 

① 戦後世界の出発 

② 戦後東アジア 

③ アジア諸国の独立 

④ 戦後の西アジア・アフリカ 

⑤ 第三世界の台頭とラテン 

アメリカ 

⑥ 変容する冷戦 

⑦ 中国の動揺とベトナム戦 

  争 

第５章 地球社会への歩みと 

課題 

① アメリカ合衆国の動揺 

② 東アジア・東南アジアの 

  変容 

③ 西アジア・アフリカ・ラテン 

  アメリカの変容 

④ 冷戦の終結 

⑤ 経済のグローバル化 

⑥ 冷戦後のアメリカと国際社 

  会 

⑦ 21 世紀の世界と日本 
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a:ヨーロッパ列強が帝国主

義の形成過程と植民地政

策、二つの世界大戦との関

わりについて関心を高め、

意欲的に探求しようとして

いる。 

b:ヨーロッパ列強の植民地

政策と二つの世界大戦とを

関連付けながら多面的・多

角的に考察し適切に表現し

ている。 

c:必要な諸資料を理解、有用

な情報を選択して、読み取

ったり図表などにまとめた

りしている。 

d:ヨーロッパ列強の植民地

政策に対するアジアの民族

運動および独立運動と日本

とを関連付けて理解し、そ

の知識を身につけている。 

 

 

 

 

 

ワークシート 

レポート 

 

 

 

 

定期考査 

ワークノート 

 

 

 

定期考査 

ワークノート 

プリント 

 

定期考査 

プリント 



第６章 持続可能な社会への 

     展望 

① 地域紛争と国際社会 

② 核兵器と人類の生存 

③ 地球環境問題 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

a:持続可能な社会への展望

を見据えて、地域紛争と国

際社会の諸課題（核兵器や

地球環境）に主体的に関心

を高め、意欲的に探求しよ

うとしている。 

b:持続可能な社会への展望

を見据えて、地域紛争と国

際社会の諸課題（核兵器や

地球環境）を見出し、世界的 

視野に立って多面的・多角

的に考察し適切に表現して

いる。 

c:持続可能な社会の諸資料

を理解、有用な情報を選択

して、読み取ったり図表な

どにまとめたりしている。

d:持続可能な社会について

の基本的な知識を身につけ

ている。 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


